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レンブラントが 1654 年に制作したルーヴル美術館が所蔵する《バテシバ》（図 1）は、


























第 2 節 ルーヴルの《バテシバ》の画像源泉 
 
第 1 項 主題としての「バテシバ」 
 《バテシバ》は、旧約聖書の「サムエル記下」11 章に基づく作品である。「バテシバ」と
































































第 2 項 ルーヴルの《バテシバ》の来歴と画像源泉 
 ルーヴルの《バテシバ》の来歴には不明な点が多い。その存在が初めて公に記載されたの
は 1811 年 5 月のイギリスでのオークションカタログ上である。それ以前はイタリアにあっ
たとされていた(15)。また、シュワルツによると 1869 年を境に作品は称賛されるようにな






















































ロースの『レンブラント作品の画像源泉索引』（Index to the formal sources of Rembrandt）
のデータを基に分析を行っている。それによると(29)、オランダ絵画へのレンブラントの興
味は、1630 年代に急激に落ち込み、その後増えることはない。1640 年代からは 17 世紀絵
画の引用も減少する。1650 年代にはレンブラントは国外の作品に再び注目するようになり、
そのほとんどはイタリア美術に限定される。このことを考えると、ルーヴルの《バテシバ》








とを裏付ける事実もルーヴルの《バテシバ》の X 線写真から判明している。 
 
4）X 線写真から判明した事実  






ントが 1636 年から 1643 年に制作したとされるレンブラントの 2 枚の等身大の裸婦画のう

















第 3 項 《バテシバ》のステレオタイプからの離脱の背景 


































































ントがこの構図をとくに気に入っていたことが窺える(57)。1658 年にレンブラントは 4 点の
裸婦の版画を制作しているが、7 つもステートがあるのは本エッチングのみである(58)。《バ






























































第 3 節 《バテシバ》のモデル 
 
第 1 項 ヘンドリッキェ・ストッフェルス 
 ルーヴルの《バテシバ》のモデルであったとされるヘンドリッキェ・ストッフェルスは、






































第 2 項 モデルと主題の関係 
 ヘンドリッキェを《バテシバ》のモデルとする説は、後述するように実際に起こったヘン
ドリッキェと改革派教会との軋轢にも依拠している。ヘンドリッキェはコルネリアの出産
を秋に控えた 1654 年の 6 月 25 日に、レンブラントの家で娼婦のように淫らな生活をおく
っているという嫌疑がかかり改革派教会から召喚されている。ヘンドリッキェはこれに応








































































































































































第 2 節 《ホメロスの胸像に手を置くアリストテレス》の背景  
 
第 1 項 委託制作に至った背景 























































































第 3 節 17 世紀の肖像画の文脈における《ホメロスの胸像に手を置くアリストテレス》 
 





























































第 2 項 アリストテレスの身振りについての議論 










































第 4 節 絵画に表象される五感の寓意 
 
第 1 項 リベラによる五感表現 
 リベラは、1611 年から 1613 年の間に「五感の寓意」をテーマにした連作を制作してい



















































































































































































 油彩画 1 点と素描 9 点からなる作品群「トビトの目を治すトビア」では、原典記述と異
なる、トビアによる目の治療行為が、原典に記されていないモチーフとともに描き込まれて


































































第 3 節 作品群「トビトの目を治すトビア」 
 
 作品群「トビトの目を治すトビア」（資料 3 参照）は、旅から戻ったトビアが、父トビト
に駆け寄り目の治療を行う場面を描いたものである。年代順にその表現の変遷を見ると、ま











描写している。この意図的な選択は、1636 年から 1650 年まで続いた。この結果として、
ここにはどのようなテーマが付与されることになったのだろうか。 





























治す場面を描いた 10 点の作品のうち、ショッケンコレクションの素描（図 28）を除き、す
べての作品でトビアは器具を手にして描かれている。とくに工房作の油彩やクリーブラン



































































































 レンブラントは画業を開始したレイデンでの 1620 年代に五感に関心を持っていたとさ

























1651 年の素描《石の切除》（図 37）でもう一度重なる。 
 《石の切除》で描かれているのは、《触覚》で描かれた頭の中の石を取り出す同じ手術で
ある。この《石の切除》には、トビトの目を治すトビアを描いたクリーブランドとベルリン































































































































































































（「ルカによる福音書」2 章 27－30） 
 
絵画においてこの主題は、ビザンティン芸術においては数多く、また近世以降は西欧でも頻
繁に取りあげられている。その作例は 4 世紀には知られるようになり、9 世紀までに図像伝























































ように反映されていったのであろうか。   
シメオンには幼い救世主を認識することと、最初に生まれた子の贖いを祝福するという 2
















































第 2 項 作品群「神殿のシメオン」の変遷 
 筆者が確認できた作品群「神殿のシメオン」は 14 点である。その内訳は油彩が 3 点、エ
ッチングが 3 点、素描が 8 点であり、1627 年ごろに制作された油彩（図 39）に始まり、没
年の 69 年まで制作されつづけた。 
 






作品群の最初の作品である図 39 で描かれているのは、主要人物群だけである。図 39 に




る。図 43 では、再び、主要人物群とその他の群衆から成る構成となる。図 44 から図 46
（1646-1647 年）においてもこの構成が続く。レンブラントは図 44 では跪く人物、立つ人
物と杖をつく人物を描き、図 45 では主要人物群のうち 3 名を跪かせ、図 46 では主要人物
群全員を立たせた構図で描いている。そこには、人物のポーズに変化をつけようと模索する
様子が窺える。図 44 のシメオンのポーズは、1654 年の図 47 のエッチングのシメオンのポ
ーズを予告している。また、1657-8 年の図 50 には、図 45 で見られる上階に座る男性の姿
と図 44 の跪くシメオンのポーズが取り入れられ、図 48 および不鮮明であるが図 49（1655









51 と図 16 で登場人物は一気に絞られる。1661 年の図 51 では、シメオン、マリア（あるい
はアンナ）、ヨセフ(30)の計 3 人となる。幼子イエスらしき存在は、座っているシメオンの胸









から図 43 では会話が描写されている。図 39 と図 40 ではシメオンはマリアに話しかけてい
る。図 41 ではシメオンは讃美歌を歌っており、右手前の男性 2 人が、それをいぶかるよう
に見つめ、言葉を交わす様子が描かれている。これは、男性らのシメオンに対する反応であ
る。図 43 では、シメオンら主要人物群に対する反応として、左手前に立つ男性 2 人が言葉
を交わす様子が描かれている。しかし、図 44 からは言葉を発する身振りは抑えられてしま
う。それでも、シメオンに対する周囲の人物からの反応は、図 44 から図 46 のシメオンの
方に体を向けている人物の描写からうかがえる。 
このように図 40 から図 43 までは、中心となる人物群とその他の群衆間の対話が見られ
た。しかし、図 44 からは、それは次第に、幼子を抱くシメオンとそれ以外の人々との対話












表情や身振りの抑制からも見てとれる。たとえば、図 39 および図 41 で預言者アンナが両
手を上げて驚きを示す身振りや、図 47 において膝の上の本を落としかける司祭の驚きの身
振り、図 40 で画面を横切る乞食、図 43 で右手を上げ、杖を使わずに歩くアンナ(33)など、









第 3 節 晩年の図像の変化をめぐる議論と 1669 年の《神殿のシメオン》 
 


















































えられる。また図 39 と図 41 の手を上げるアンナの描写は、驚きや祝福を劇場全体に伝え
る身振りとして有効な演劇モチーフである。レンブラントは、工房で弟子の所作に指示をし、
目の前で歴史物語の場面の再現を試みていた。セリフを使わずに人物の感情を表現する上
































































で画家が表象したものはなんであろうか。次に再び 1669 年の本作に戻り考察を行う。 
 
第 3 項 1669 年の《神殿のシメオン》が表象するもの 



















1654 年の図 47 では、幼子が救世主であることを知ったシメオンが、幼子をしっかりと抱












































































― 粗描きと厚塗り ― 
 




















年の油彩画とそれ以後より 1650 年までにかけて制作された素描 9 点から成る作品群「ト
ビトの目を治すトビア」と、本論で取り上げた晩年の油彩画が、同じ文脈にあることの背
景についても同時に明確にすべきである。 

















第 2 節 レンブラントの晩年の油彩画制作および絵画の粗描きと厚塗り 
 






































































肖像》（図 58）は、その粗描きの手法において、ティツィアーノの 1545 年作《ピエトロ・
アレティーノの肖像》（図 57）（以下、《アレティーノの肖像》）と類似する点がある。 
 














































































































































































































第 3 節 晩年様式の油彩画で描かれた「手」と触覚 
 


































































































第 2 項 晩年様式の油彩画と作品群「トビトの目を治すトビア」の共通点 
 第Ⅲ章で述べた作品群「トビトの目を治すトビア」は、画業中期に入る前の 1636 年か
ら晩年様式に入った直後の 1650 年まで制作されたもので、1636年に制作された油彩画 1
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41. レンブラント《神殿のシメオン》1631 年、板に油彩、60.9×47.8 ㎝、デン・ハーグ：マウリッツハイス
美術館 
42. レンブラント《神殿のシメオン》(Ben486) 1639 年頃、こげ茶インク、18×19 ㎝、アムステルダム：ア
ムステルダム歴史博物館 
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46. レンブラント《神殿のシメオン》(Ben588)1647 年、ペン、水彩、23.3×20.0 ㎝、ベルリン：ベルリン美
術館、版画素描室 
47. レンブラント《神殿のシメオン》1654 年、エッチング、21×16.2 ㎝、アムステルダム：レンブラント
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48. レンブラント《神殿のシメオン》(Ben970)1655 年頃、ペン、水彩、9.7×7.8 ㎝、トリノ：王立図書館 
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館 
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52. サンタ・マリア・マジョーレ聖堂 祭壇上凱旋アーチモザイク《神殿のシメオン》聖堂着工 435 年 
53. レンブラント《メナッセ・ベン・イスラエルの肖像》（B.269）1636 年、エッチング、14.9×10.3 ㎝、
アムステルダム：国立美術館 
54. レンブラント「輝かしき石、あるいはネブカドネツァルの像について」のための 4 点の挿絵（B36A－
D：《ネブカドネツァルが見た夢》（A）9.6×7.6 ㎝、《ヤコブの梯子》(B)106×69 ㎝、《ダビデとゴリアテ》













61. レンブラント《宮廷人に扮した自画像》1640 年、102×80cm、ロンドン：ナショナルギャラリー 
62. レンブラント《聖家族》1646 年、板に油彩、46.8×68.4cm、カッセル：州立美術館 
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資料 4 作品群「神殿のシメオン」における登場人物と身振りの変遷 
 
  



































































































































































































































































































































































































図 1 レンブラント《バテシバ》1654 年 
 
 





図 3 レンブラント工房《バテシバ》1643 年 
 
 
図 4 ペリエ「古代浮彫」1645 年 
 
 





図 6 レンブラント《バテシバ》1654 年の X 線写真 
 
 






図 8 レンブラント《ストーブの側の女》1658 年 
 
 





図 10 グエルチーノ《天文学者》1660 年ごろ 
 
 
図 11 ヘレニズム時代のホメロスの頭部 
 
 




図 13 ルーベンス《カスパル・ゲヴァリティウスの肖像》1640 年 
 
 
図 14 ルーベンス《ルドヴィクス・ノンニウス》1627 年 
 




図 15b ヨーハン・ウルリッヒ・マイヤー《古代胸像に手を置く自画像》1650 年 
 
 























図 21  ジュゼッペ・デ・リベラ《嗅覚》1615-16 年 
 
 





図 23 レンブラント《トビアをむかえるトビト》1651 年 
 
 












図 26 レンブラント工房《トビトの目を治すトビア》(Ben. 131)1636 年 
 
 
図 27 レンブラント工房《トビトの目を治すトビア》(Ben. C24) 1636 年 
 
 





図 29 レンブラント《トビトの目を治すトビア》(Ben. 545) 1642-44 年 
 
 
図 30 レンブラント《トビトの目を治すトビア》(Ben. 546) 1642-44 年 
 
 





図 31 部分 
 
 
図 32 レンブラント《トビトの目を治すトビア》(Ben. 548) 1642-44 年 
 





図 34 レンブラント《トビトの目を治すトビア》(Ben. 646) 1649-50 年 
 
 




図 36  レンブラント《触覚》1624－25 年ごろ 
 
 





図 38  レンブラント《目を潰されるサムソン》1636 年 
 
 







図 40 レンブラント《神殿のシメオン》1630 年 
 
 





図 42 レンブラント《神殿のシメオン》(Ben486) 1639 年頃 
 
 
図 43 レンブラント《神殿のシメオン》1639 年 
 
 




図 45 レンブラント《神殿のシメオン》(Ben589) 1647 年頃 
 
 






図 47 レンブラント《神殿のシメオン》1654 年 
 
 






図 49 レンブラント《神殿のシメオン》(Ben1033)1657-8 年 
 
 
図 50 レンブラント《神殿のシメオン》(Ben1032)1657-8 年 
 
 




図 52 サンタ・マリア・マジョーレ聖堂祭壇上 凱旋アーチ部分モザイク《神殿のシメオン》大聖堂着工 435 年 
 
 





図 54 レンブラント「輝かしき石、あるいはネブカドネツァルの像について」のための挿絵 1655 年 
 









図 56 レンブラント《窓際の少女》1651 年 
 
 





図 58 レンブラント《ヤン・シックスの肖像》1654 年 
 
 





図 60 レンブラント《石の手摺にもたれる自画像》1639 年 
 
 





図 62 レンブラント《聖家族》1646 年 
 
 





図 64 レンブラント《放蕩息子の帰還》1666-68 年 
 
 
 
 
